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三菱地所ホーム株式会社（本社︓東京都港区赤坂 社長 加藤 博文）は、高品質・高付加価値な住まいづくりを通

して、人々の暮らし・人生を豊かにしていく使命を果たすとともに、SDGs、国内の森林資源の活用、脱炭素化の観点から、地

球環境に配慮したサステナブルな資源である「木」を活用した木造木質化の推進により、持続可能な社会の実現を目指して

まいりました。 

この度、脱炭素社会の実現を加速させるべく、「CO2排出量削減戦略」を策定しましたので、お知らせいたします。 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

三菱地所グループは、サステナブルな社会の実現に向けて、「三菱地所グループの Sustainable Development Goals 2030」

を掲げています。その一員である三菱地所ホームは社会課題の解決と、さらなる企業価値の向上を目指してまいります。 

 

 

「三菱地所ホーム CO2排出量削減戦略」 
CO2排出量を 2030年度までに 2019年度比 60％削減 

～2050年までにネットゼロ達成～ 

【CO2排出量削減目標】 
① CO2排出量*を 2030年度までに 2019年度比「60％」削減 

＊…建設時、居住時、修繕/廃棄時における CO2排出量 

② 2050年までにネットゼロを達成 

 【CO2排出量削減に向けた戦略】 
① ZEH物件、Nearly-ZEH物件の推進（2030年度までに ZEH率 85％目標） 

② 国産材の積極的な利用 

③ 廃棄物を抑制する施工方法・リサイクルしやすい材料の選定 

④ プレカット技術の促進 
 

＜本件に関するお問い合わせ先＞三菱地所ホーム株式会社 経営企画部 広報戦略グループ TEL︓03-6887-8200 


